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・法的措置の検討および実施  

 また、カスハラ行為が繰り返される場合や重大な場合には、利用者等に対

して、サービスの制限や拒否または当院敷地内への立ち入りの制限または禁

止の措置をとることがあります 

 

４４．．利利用用者者等等へへのの通通知知 

 当院は、病院内の掲示板やパンフレット、病院のウェブサイトにも本方針

を掲載し、周知徹底を図ります。 

 

５５．．カカススハハララかからら職職員員等等をを保保護護すするるたためめのの教教育育等等    

 当院は、職員等に対してカスハラに関する教育と研修を定期的に実施しま

す。これにより、職員等が適切に対応できるようにし、安心して働ける環境

を維持します。  

 

６６．．相相談談対対応応者者・・相相談談窓窓口口のの設設置置    

 カスハラに関する相談対応者と相談窓口を設置し、職員が安心して相談で

きる体制を整えます。相談対応者は、原則は所属長並びに部署長とします。

カスハラに関する報告や相談に対して、迅速かつ適切に対応します。相談窓

口は、カスハラの報告や相談に関して、組織的に対応します。また、当院

は、職員等がカスハラの報告や相談を行ったことによる解雇その他不利益な

取り扱いをしません。 

 

７７．．方方針針のの見見直直しし    

 本方針は、必要に応じて定期的に見直し、改善を図ります。法令の改正や

社会状況の変化に応じて、適宜内容を更新し、実効性のあるものにしていき

ます。 

 

 以上の方針に基づき、当院はカスハラによる被害防止に努め、安全で安心

できるサービスの提供を目指します。 

 

 

令和８年９月３０日 

公立つるぎ病院 病院長 

 
 


